
令和７年度の取組について

栃木県無人自動運転移動サービス推進協議会

資料２



県内における取組の情報発信等を通じた
社会受容性の向上

１．令和６年度以降の協議会の位置付け 1

• 各市町での取り組みや地域コミッティでの議論を共有する場として、「栃木県無人自動運
転移動サービス推進協議会」を位置付ける。

• 県協議会としては「県内レベル4自動運転の実装」、「取組の横展開」、「社会受容性の向
上」を主な取組として展開。
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２．レベル４実装について 2

• 自動運転の実証実験等の取組に対する国の補助制度である「地域公共交通確保維持
改善事業費補助金」（自動運転社会実装推進事業）について、令和７年度は、栃木県内
で３箇所の採択を受けた。

（下野市）

（日光市）

出典：国土交通省HP

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000545.html



県全体の社会受容性の向上

３．社会受容性の向上に向けた取組 3

• 令和2～5年度まで実施してきた栃木県ABCプロジェクトにおいて、自動運転車両に乗車
する機会を創出等、実装に向けた機運の醸成や社会受容性の向上を図ってきた。

• 今後のレベル４実装を見据えると、関心や興味を持つだけでなく公共交通や自動運転
サービスを実際に利用する行動変容までつなげていくことが求められる。

• 各コミッティと連携しながら県全体として効果を高める取組を検討していく。

県全体

関心

体験

変化
地域のイベントやSNS・HP等通じた
情報発信により、自動運転サービス
に「関心」を持つ

モビリティ・マネジメントとの連携

実証実験における試乗「体験」によって自動運転サービスへの理解を深める

日常的に公共交通を利用する、
自動運転サービスを受け入れる、
といった心情の「変化」が起こる



３．社会受容性の向上に向けた取組 4

• 自動運転の実証実験と合わせ、県民の社会受容性向上に向けた取組を実施。

各種イベントと連携し
た自動運転のPR

・下野市産業祭など

体験試乗会の実施

・親子連れや小中学生
を対象に実施

様々な手段による周知・広報

・特設サイト(my groove)の活用
・各実証実験での相互周知

写真等は令和６（2024）年度に実施したもの



４．横展開に向けた取組 5

• 現状の導入・維持コストのままでは、一箇所だけのＬ４実装は費用低減効果は無し。
• 完全無人化、遠隔監視等の集約化など、「１：Ｎ」の拡大等により、コスト圧縮が必要。

出典：「自動運転移動サービスの社会実装・事業化の手引き」
https://www.road-to-the-l4.go.jp/activity/guideline/



４．横展開に向けた取組 6

• 国においても、無人自動運転の普及・拡大に向けて、引き続き、先行的な取組を支援して
いく方針を示している。

出典：https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/lifeline/jitugen2-siryou5.pdf



４．横展開に向けた取組 7

• 自動運転技術についての基礎的な知識や正しい理解を促進し、市町・交通事業者等の
機運醸成を図るため、「自動運転技術等の理解を深めるセミナー」を初めて実施。
(10/３(金))

• 令和８（2025）年１月頃、第２回目のセミナーを実施予定。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

セミナー

第1回
（10/3実施）

第2回
（予定）

○講師（当日講演順）

・株式会社マクニカ、株式会社ティアフォー、先進モビリティ
株式会社、株式会社みちのりホールディングス

○参加者数

５７名（市町・事業者等）※対面とWEB出席の合計

参加者からの意見（抜粋）
・セミナーの継続実施を希望
（毎年異動で担当者が変わる）
・立ち位置の違うプレイヤーの方をお呼びしては？
（様々な目線から話を伺える）



５．今後の取組の方向性 8

• ＡＢＣプロジェクト終了後も、県が主体的に関係者と連携した取組を継続中
【目標①】 令和７年度内の県内初レベル４による路線バス運行
【目標②】 これを契機とした、県内各地へのさらなる普及・拡大

第1回協議会

～県による主な取組～

◆「無人自動運転移動サービス推進協議会」
（各分野の有識者による助言、社会受容性醸成 等）

◆セミナー開催等
（全国先進事例の情報共有 等）

下野市
R7県内初レベル4実装

小山市
R7～ 実証実験開始

日光市
R５～ 実証実験中
R7 ～ 路線拡大

広域連携

路線拡大

横展開

実証実験中（３）

セミナー等参加（14）

自動運転に関する
25市町の取組状況
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６．Ｒ７年度のスケジュール 9

• 関係者が連携して、実証実験を進め、令和７年度内に県内初のレベル４実装を目指す。
• 県内各地への普及・拡大を見据え、社会受容性の向上や横展開に向けた取組について、
県が主体となって推進。

• 令和７年度第2回協議会にて、これらの取組結果を共有し、次年度以降の方針を議論。

第1回協議会 第2回協議会

第１回セミナー 第２回セミナー
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